
 名称 伊根の舟屋 House with a boathouse in ine town,kyoto prf

　モデルとなったのは京都府丹後半島の東、
伊根町にある舟屋です。1階は玄関と小舟を
係留する舟入、二階は住居となっています。
この地方で今のような舟屋が並んだ歴史は意
外に浅く、第二次世界大戦後だそうです。
1階の形も全面開口で海水を引き込んでいる
ものから海水の引き込みのないものまでいろ
いろあります。作品は全面開口で一部海水を
引き込んでいる「小浜」を持つ舟屋を再現し
ています。おまけに余暇用のＦＲＰ舟をセッ
トにしています。

特集 伊根の舟屋

　平成１７年に伊根集落は漁村家屋で初めて
となる重要伝統的建造物保存地区に指定され
ました。家屋は海に面した１階部分が全面開
口されているか、いないか、海水を引き込ん
でいるかいないかで大きく４つの対応に分類
されています。
　ここでは１０年ほど前に訪問した際の写真
です。

全面開口タイプ海水を引き込んでいるもの、
いないもの、小浜を持つもの、開口のないも
のがあることが良く解る。

二階建て・妻入り・縦長が共通点。

舟屋の内部の様子と道路に面した側


